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2007 年  02 月  01 日  

熊野の旅 昭和の生活用品 1 竹篭  

 以前、中国では『自力更生』などという言葉が叫ばれ、最近日本では『地産地消』

などといわれますが、高度成長期に入るまでの日本ではこのスローガンに近い生活が

営まれてきたのです。 
 食べるものも、米や乾物などの輸送に耐えるものは全国から江戸や大阪に運ばれま

したが、青物や魚介類は地産地消しか出来なかったのです。 
 その時代は機械生産出来るプラスチックなどと言うものが無かったので、生活用品

も手作業で作られていました。 
 農村の農作業用から町場の生活の中まで広く使われていたものに、『竹製品』があ

ります。大きさや目の粗さ、形、地方。家庭によって呼び名は色々ですが、『ざる』

や『かご』の類です。 
 これは日本だけではなく竹のある場所では竹を使って。竹の無い場所では蔓や木の

皮を使って作られているほど人類に共通の道具です。 

 
 これなどは古くからある形の『籠』で、うちのじいさんなどは「わきかご」などと

呼んでいたように思います。畑でいもや野菜を収穫し、小脇に抱えてくるからでしょ

うか？多少の大きい小さいはあっても、脇に抱えられる大きさの物です。 

 



 
 これは随分上品に作られたもので、夏みかんの収穫の時に使っていた記憶がありま

す。目荒ですから用途も限られてきますね。 
 こうした目荒の籠でもっと大きく、紐が付いていて天秤棒で担ぐ『目籠』なんても

のも竹で出来ていましたね。これは、のちに太い針金で作られるようになっていまし

たが… 
 物を運ぶかごも用途により実に色々作られ、土地によって形も変化していました。 
 その土地の生活様式に合わせたものに進化して行ったのでしょうね。 
 我が家は、百姓をしていた山間部の方の家と、町中の家と二軒ありましたから、そ

れに合わせて使い道の違う籠・ざるが一杯ありました。そのほんの一部が先日の引越

しで出てきたのです。 
 この手提げの籠は筍を掘る時にも今でも持って行ったりします。竹篭は軽くて便利

な物ですが、保管の時に場所もとりますし、雨ざらしなどするとすぐに駄目になりま

すから、今の生活には合わないでしょうね。  
Tags:熊野市 昭和                by je2luz | 2007-02-01 11:47  

 

 

 

2007 年  02 月  02 日  

熊野の旅 昭和の生活用品 2 ざる  

 昨日の続きです。 
 籠と言うものが生活の中で重要な役割を果たしていた頃には籠を作る人がたくさ

ん居ました。 
 趣味の世界で今でも色んな素材で籠を編むようですが、生活用品として使うような

丈夫な籠やザルを素人では作るのも大変ですから、本職がたくさん居てその地域に合

わせたかごを作っていたのです。そして、写真のように痛んできた籠も補修して廻る

人も居ました。 

 



 この平たい籠は物を干すための物です。かなり大きなもので、漬物用の菜っ葉を洗

ってあげる時や、今の季節にだと付加したサツマイモを乾かすのに使っていましたね。

これに変わるものは今は見かけませんね。 
 昔は『外流し』と言う屋外の流し台や、『洗濯場』とか言われる川や用水路で物を

洗う場所があったりしたのでこうした大きなものを使うことも多かったのでしょう

ね。 

 
 これは、物を干すのに吊るして使った物です。 
 「丸干し」は尻尾に紐を巻いて吊るしたりしますが、「開き」となると広げなくて

はならないのでこうしたものに広げて吊るしました。風通しが良いので非常に良く乾

きます。 
 最近ではこうしたものではなく、細かい網で出来たものの中に何段か段を作った干

すものが売られているので、一般家庭ではそれを使うようですね。それならハエのた

かりませんからね。 
 おいしい…と言われる天日干しの魚干し場ではハエが飛んでいることも多いので

すが、見なけりゃ良い訳ですしね。昔に比べるとハエは格段に少なくなりましたがね。 
 ハエも止まらない干物。虫も食わない米や野菜の方が本当は怖いのかも…  
Tags:熊野市 昭和                  by je2luz | 2007-02-02 10:46 

 

 

 

2007 年  02 月  03 日  

熊野の旅 昭和の生活用品 3 酒屋の籠  

 籠、ざるが生活の中で重要な位置を占めてきたのはプラスチックの無い時代に、耐

水性があり丈夫な竹と言う素材が優れていたからでしょうね。 
 その地方で作られるものだけではなく、他所で作られたものも流通していましたが、

大体において他所から来るのは上品で華奢なものが多かったようです。これはこうし

た嵩張るものの流通コストが高かったので実用品は地元製になったものと思われま

す。 



 竹製品は耐久性があるといっても、やはり植物繊維ですから腐ったり劣化したりし

てそんなに長持ちするものではありません。定期的に買換え需要もあります。 
 洗ったお米を上げるざる、素麺を上げるざる…台所にも一杯あったのですが残念な

がら残っていませんでした。 
 日用品だけではなくしたの写真のようなものも使われていました。 

 

 見て分かるかと思いますが、これは酒造会社のスポンサーつきの大きな籠です。 
 懇意にしていた酒屋から貰ったものかと思いますが、私が子供の頃には酒屋さんや

米屋さんなどはこうした大きな籠を『運搬車』と呼ばれる自転車の荷台に取り付けて

配達に使っていました。今では『運搬車』が単車に変わり、この籠が強化プラスチッ

クのコンテナに変わっていますね。 
 『運搬車』とはフレームが太く、タイヤも太い自転車でハンドルも一文字のごつい

ものです。今でも木本の米屋さんで使っています。作られているのでしょうかね？  
Tags:熊野市 昭和                 by je2luz | 2007-02-03 10:27 

 

 

 

2007 年  02 月  04 日  

熊野の旅 昭和の生活用品 4 火鉢  

 昭和と言っても６０年余っての長い御世でしたからその間に随分生活様式は変わ

って行きましたね。 
 今日取り上げた『火鉢』なるものも、すっかり姿を消しましたね。 
 今、これを見かけるとすれば、お寺さん、民族資料館…後はお庭ではすが植わって

いる…こんな所でしょう。 
 これを追い出していったのは石油ストーブでしょうね。 
 物凄く臭くて目がちかちかして…なんて言いながらも段々普及していって、それと

共に火鉢が物置に追いやられ、物置が狭くなると捨てられる事となったのです。 



 

 これは大きい『座敷火鉢』で座敷の中心になる存在でした。 
 これは中の灰も健在です。それにやかんを掛ける五徳もちゃんと残っています。 
 冬になり炭火を入れるとその熱を利用してお湯を沸かしていたものです。載せるの

は鉄瓶が良く似合いますね。 
 我が家にはけや木で出来た『角火鉢』もありました。兄貴が改築する前には、通り

抜けのたたきの通路に面した部屋に座っていて、ばあちゃんがいつもその前に座って

いました。時代劇に出てくるスタイルです。 
 角火鉢でも、写真の座敷火鉢でも物凄く重く簡単に動かせるものではありません。

一度すわるとずっとそこに居るような代物です。 
 火鉢なんてものは大きくても部屋が温まるほどのものではありません。 
 火鉢を取り囲んで手をかざして暖を取る訳です。お陰で、話に花も咲いた訳ですが

ね。これはコタツも同じことですね。 
 今では部屋を暖かくするのでみんなバラバラ、さらに贅沢に色んな部屋を暖めるの

で同じ部屋に集まることも無い…家庭を暖めるものがなくなったのです。 
 大きな火鉢でもせいぜい４・５人しか手をかざせないので、何かあって人が大勢集

まる時には小さな『手あぶり火鉢』が出されました。直径１尺程度の軽い物です。 
 これを３．４人に一つずつ位出したのです。 

 



 これはかなり新しいもののような感じですが、揃い物でなかったので私のところに

残しましたが、本家には柄をそろえた『手あぶり火鉢』が１０個ほどあります。 
 子供の頃に座敷に並んでいるのを見たことがあります。 
 座敷中の人が火鉢を中心にした小さな円になって談笑していましたね。これも、コ

ミュニケーションを保つのに役立っていましたね。 
 今の時代にこうしたものを使おうとすれば燃料の炭が高くて大変ですね。 
 物置に柄の違う灰の入っていない座敷火鉢が一個あるし、はてさて…この火鉢をど

うしたものか…私の家も昭和に建てましたが後半なので飾り物の火鉢を置くような

家の造りではないですしね…  
Tags:熊野市 昭和                    by je2luz | 2007-02-04 11:24 

 

 

 

2007 年  02 月  05 日  

熊野の旅 昭和の生活用品 5 掛け時計  

 今、この原稿を書きかけるとき、時計も時報が１１時を告げていました。 
 『ボーン、ボーン』には程遠い『チーン。チーン』に近い高い音ですが… 

 

 柱時計です。 
 この柱時計は比較的新しく、小さな物です。 
 引越しに時に期待していたのは昭和１０年ごろの大きな立派な柱時計が出てくる

と言うことでした。母屋の長火鉢の上に掛かっていたものです。それは大きいので時



報も『ボーン、ボーン』と言いましたね。 
 どこの家でも時刻を知るのはこうした柱時計で、文字盤？顔？だけが大きいのとか、

時代と値段によって色んなのがありました。 
 当然、ネジを巻かないと止まってしまいます。そのネジも高い鋼を使う関係で一週

間しか持たないものから一ヶ月もつものまで色々でした。これなどは、昭和３０年代

の物ですから３０日巻きです。 
 この時計は離れにあった物ですが、振り子の音がうるさいと電気時計が出てきて祖

父が取り替えてしまいこんだものです。 
 柱時計のネジを巻くために『踏み台』は必需品でした。『脚立』とも呼びますが、

関東では箱型が多かったようですが、大体柱時計に届くものは必ず用意されていて、

少し子供が大きくなると子供の役割になっている家が多かったようです。私も子供の

頃、山の方の実家の柱時計のネジを巻いていました。 
 この時計も中を点検した後、動くのが確認できたので復活させたのですが、居間だ

とか寝室では振り子の音がうるさいし、時報もうるさいので困りますから、玄関の壁

に掛けました。 
 テレビなど掛けないで入ると離れていても時報が聞こえてきます。便利と言えば便

利なものです。しかし、聞こえるはずの時報も何かに集中していると聞こえないもの

です。正時と半時に鳴るのですがね…知らない間に時間がたつとはこんなことでしょ

うかね。 
 そうそう、昔は町を歩いていて正時になると柱時計の時報が聞こえてきたものです。

よく狂うのが多いので、あちこちばらばらな時間を告げていたものです。  

Tags:熊野市 昭和                 by je2luz | 2007-02-05 11:24  

 

 

 

 
 
2007 年  02 月  06 日  

熊野の旅 初午・・・餅撒き文化  

 昨日、２月５日は初午でした。 
 たまたまカメラを持って本町側に出ると、『餅撒きが始まるデー』と工事現場に居

た水道部の職員に言われました。せっかく教えてくれたのに行かないのも悪いので、

町内の稲荷さんに行きました。 
 フラットデッキの詰め所の屋根には餅やお菓子の入った段ボール箱が並んでいま

した。そして、稲荷さんの祠の前では木本神社の宮司さんが出張してきてお払いの儀

式をやっていました。 
 今年は厄年の人が数人居て合同でやっていたようです。 
 お払いが終わると厄年の人たちや家族の人が屋根に上って餅撒きの開始です。 



 

 下の庭には５・６０人の人たちが陣取っています。 
 同じ町内でも始めてここの餅まきを見たのですが、籠や袋などを持った人がきちん

と座って待っているのです。座って居て自分の周りに落ちてくるものを拾うのだそう

です。 
 他ではほとんど立っていて、落ちてくるのを追い掛け回して拾うのですが…ここの

方が怪我とかしないで良いでしょうかね。 
 それでも、外の方に陣取った人は動きが取れるので立ち上がって頑張っていました。 

 



 しかし、オバちゃんやオジちゃんでは空中キャッチはほとんど不可能で、上を向い

ていても取れるのは地面に落ちて転がってからです。 
 今のもちはピニール袋に入っているので落ちてから拾っても汚れていませんが、昔

は裸でしたから、私は落ちたのが嫌で空中キャッチばかりでした。 
 この辺りは、この餅撒きが色んな時に行われます。 
 初午、二の馬の厄落とし、七五三、祭り、建前（棟上）、落成式・・・何でも餅撒

きです。皆で祝う、厄を皆で分けて負担してもらう…拾う方はそんなのはどうでもい

いからとにかく拾いたい…同じ日に餅撒きが各所である時はきちんと時間をずらし

て行います。そして、どう言う訳か、その時間は餅拾い好きのオバちゃん軍団にはき

ちんと伝わっています。 
 私も写真を撮っていて転がってきたお餅を５個とお菓子を二個拾ってきました。 
 どっさり拾って、すぐに次の場所に駆けつける…あのお餅はどうするのでしょう

ね？？ 

 

カメラはコンタフレックス IV+プロテッサー35ｍｍ  
Tags:熊野市 クラシックカメラ モノクロ        by je2luz | 2007-02-06 11:28 



2007 年  02 月  07 日  

熊野の旅 昭和の生活用品 6 羊歯籠  

 いつの間にか完全に姿を消したものが下の写真にある籠です。 
 元々、素材は羊歯（シダ）の茎でした。 
 表面がツルツルで耐水性もあるので洗って水気を切った食器などを入れるのに使

われていました。この地方の家には一つや二つあったものです。 

 

 この籠は少し細い材料で作られていますので「ウラジロ」の茎ではないような感じ

ですが、地元の「ウラジロ羊歯」で作った、もっとごついものが多かったように感じ

ます。 
 竹も扱っていて壊れかけると手に棘が刺さりよい物ですが、この羊歯と言うものも

固い繊維なので壊れかけると怖い物です。 
 しかし、その美しさと水をはじく性質から珍重されていたのでしょう。 
 編み方はほとんどこのようなもので、普通の竹ザルのようにふちを補強することは

素材の関係で出来なかったようです。 
 本当にいつの頃からか作られなく成り、家庭からも姿を消してゆきました。 
 竹篭やザルは東南アジアからの輸入品が随分入っていますが、これは無いようです

ね。  
Tags:熊野市 昭和                 by je2luz | 2007-02-07 10:36  



2007 年  02 月  08 日  

熊野の旅 昭和の生活用品 7 箱膳  

 今日の品物はかなり古い家で育った、かなり高齢の人しか使っているのを見たこと

は無いと思います。使っていても、本来の使い方をしていなかったのではないかと思

います。 

 

 この黒い箱のようなもの、これは個人用のお膳です。 
 『箱膳』と言われるものです。一人一人がお膳でご飯を食べる習慣だった時代に考

案された生活合理化用品だったのでしょうね。 
 大体、『ちゃぶ台』とか言われる『食卓』で皆が一緒に食事をするという習慣はそ

んなに古いものではないわけです。日本が近代化されてきてから『家族団らん』なん

てものが生まれたわけで、その前は食事の時にしゃべってはいけないくらいでしたか

らね。 
 その時代は一人一人別のお膳で、家長は大きな高いお膳で、そのほかの家族は小さ

くて低いお膳、使用人は足の付かないお膳…等と、ちゃんと位付けがされていたもの

です。 
 この『箱膳』と言うものは字のごとく箱になったお膳です。 
 これは大型なので下に引き出しがあり、上蓋を開けた部分と二箇所も入れるところ

があります。 
 広げると下の写真のようになります。 
 大きくてもお膳ですから、ご飯、味噌汁、お茶、漬物、焼き魚くらいで一杯になり

ます。 
 今の食事だと二の膳をつけて、更には大皿のおかずをまわしながら食べないと話に

ならないでしょうね。 
 昔の食事はよほどのことが無いとこれに乗る程度のものだった訳です。それに、皆

で同じものを突っつくなどと言うことはあまり無かったのですね。 

 



 

 この箱膳を祖父が使っていたのを見たことがありますが、非常に不衛生なもので嫌

いでした。 
 『箱膳』が箱になっている訳…その中にその人の食器をしまっておくためです。 
 合理的な生活用品を、もっと合理的に使うために…食べてもあまり汚れないものは

洗わないでこの中にしまいました。 
 お湯のみは当然ですが、お茶碗と箸も洗いません。食事の最後にお茶漬けをしてお

茶碗をきれいにし、最後に箸をその中ですすいで置きます…ハイ！これできれいにな

りました…なのです。実に怖い話です。 
 これでも特に食中毒が多発しなかったのは、おかずの違いもあったでしょうね。 
 ほとんどが植物性のもので食中毒の原因の上位のほうに来る、卵や練り製品など少

なかったですからね。 
 しかし、やはりこの上なく不衛生なものなので、戦後の『新生活運動』のなかでの

生活指導では問題外の生活様式とされ消えてゆきました。 
 その関連は次にでも書きます。  
Tags:熊野市 昭和                 by je2luz | 2007-02-08 11:10 

 

 

 

2007 年  02 月  09 日  

熊野の旅 昭和の生活用品 8 水瓶  

 昨日は『箱膳』なるものを取り上げましたが、大体一日に一回しかお茶碗、湯のみ、

箸は洗わないと言う不衛生な代物でした。女中さんと言う下働き専門の人を雇ってい

ても、大きな商家などではこれを使ったのは『節約』と言う意味もあったようです。 
 節約とは時間の節約と水の節約です。 
 都会では割と古くから上水道が普及してゆきましたが、その上水道と言えども各家

庭に最初から惹かれていたわけではありません。『共同水栓』なるものが共同で設置

され、そこから水を汲んで持ち帰ったものです。お金持ちの家には当然のように自家

用水栓が付いてはいましたが、到る所に蛇口があるというような構造ではありません

でした。 



 都市部以外は上水道と言うものはなく、井戸水や沢の水が生活用水でした。 
 井戸水がモーターによってくみ上げられるようになってきたのは昭和３０年台で

す。それまでには、ガチャンガチャンという手押しのポンプか１０m を越すような深

井戸ではこうしたポンプでは上がらないので、ずっと釣瓶（つるべ）を使っていまし

た。 
 こうした水の状況では台所でジャーッと水を出して物を洗うなんてことは出来ま

せん。バケツや水桶で水を運び、流し台の横に設置された『水瓶』に入れておきまし

た。 

 
 残念ながら据えられた所の写真は取れませんでしたが、こうしたカメが流し台の傍

には必ずあったものです。家の大きさによってこのカメの大きさは当然変わってきま

すが、100L とか 150L とかの大きさです。今ならこれから洗濯機用のポンプででも

流しに上げられますが、当時はひしゃくで汲んで使っていましたから、当然のことと

して『ため水』での仕事になりました。 
 今の奥様方だと一回の食事に使う水の量はこんなものではありませんね。下手する

と準備だけでこれ以上になります。 
 かめに水を張っておく作業は力も要り大変なものなので、水は大切に使われました。

そうしたことも背景にあり、箱膳も生まれたし、箱膳とてそんなに不潔に見えなかっ

たのでしょう。 
 それと、農村部では台所の排水も溜められて農地に帰していました。そちらでも水

をたくさん使えば労力が要るようになることも水を始末するようになる要因でもあ

りました。洗剤などと言うものの無い時代の台所排水は安全な肥料になった訳です。

こうして、水を循環させていたわけです。 
 余談ですが、昔は洗い物や飲み水にまで使われていた田舎の川が急速に汚れだした

のは、井戸のポンプの普及から始まり、プラスチック類の進歩で黒い水道管が手に入

るようになって自家用水道が山から引かれるようになり進行が早くなり、行政による

簡易水道の設置が止めを刺したのです。 



 水道から出るだけの下水を溜めて農地に戻すことなの不可能ですから、太いパイプ

で川に捨てるからです。 
 日本は上水道を作りながら下水道を作らなかったからです。当然セットで作らない

と駄目だったのです。近年は下水の設置や複合型浄化槽の普及で改善はされてきてい

ますね。 
 それでも、流域人口が今の何倍もあった頃の方が川はきれいでしたね。谷の一部は

住民が居なくなって本当にきれいになったところも出てきました。（喜んでいいのや

ら…）  
Tags:熊野市 昭和                  by je2luz | 2007-02-09 11:46 

 

 

 

2007 年  02 月  10 日  

熊野の旅 昭和の生活用品 9 漬物石  

 昭和の生活、それも戦前から戦後くらいまでのことを取り上げてきました。そろそ

ろ、手持ちの品物では記事が書けなくなって来ました。 
 昭和の中ごろまでの食事で欠くことのできなかったものに、『漬物』があります。 
 味噌汁と漬物が必ず出てくる…今のように添え物ではなくかなり主役に近い形で

した。 
 例えば「さんま」を焼いたとして、そのサンマは三つに切られました。 
 網に載せるためではありません。網に載せるのなら今と同じで二つきりでいいので

す。これは一匹のサンマで三人分のおかずにしたからです。三分の一匹しかないので

す。 
 今なら、他に肉などが出てきますが、戦中戦後などだと、このサンマがメインディ

ッシュで他にはおかずはありません。 
 当然のようにおかずは足りませんから、漬物と味噌汁でご飯を食べることになりま

す。 
 その重要な漬物は自分ところで漬ける家庭が多かったのです。そのため、日当たり

の悪い、涼しい場所に漬物部屋というような物置を作ってある家も結構ありました。

我が家にも物置の一角がそうなっていました。 
 味噌汁用の味噌も当然のように自家製でしたね。 
 今の講習会で作るようなインスタント味噌ではなく、じっくり発酵させて塩気も強

い日持ちのする『田舎味噌』でした。これは冷蔵庫も無い時代ですから当然なのです。

段々醤油に近いような感じまで発酵が進んでゆくほどの物ですが、塩気も強いが香り

も高いものでしたね。発酵臭の苦手な今の若い人には向かないかも… 
 漬物も毎日漬け込む『糠味噌漬け』のほかにも樽で大量に漬け込みました。 
 そのためには『漬物石』が必要でした。 



 
 これは木本の家で使った物ですが、私としてはあまり使いたくないですね。材質が

このあたりの砂岩ですから、ボロボロ欠けてくるのでおそらく口に石が入ると思いま

す。山の方の家のは河原で拾ってきた平たい御影の川原石でした。それでも塩気で劣

化しましたからね。 
 今のプラスチックのカバーの掛かった重しと違い載せるのも下ろすのも重労働だ

ったのです。 
 それでも、いかに美味しい漬物を漬けるかが主婦の腕の見せ所でした。 
 今とは違いお客さんに食事を出すことが多かった時代ですからね。  
Tags:熊野市 昭和                by je2luz | 2007-02-10 10:48 

 

 

 

2007 年  02 月  12 日  

熊野の旅 昭和の生活用品 10 葉ラン  

 昭和の中ごろまでは、プラスチックと言うものはそんなに生活に密着したものでは

ありませんでした。 
 樹脂といえばエボナイトやセルロイドがあり、エボナイトは固くて成型しよいので、

万年筆のボディや電灯のソケットなどに使われていました。海外ではカメラのボディ

にも使われたことがあります。今の合成樹脂よりも石炭酸樹脂の方が変質、変形は少

ないようです。 
 セルロイドは植物繊維系の合成樹脂でこれも成型し良く、軽いのでおもちゃに良く

使われていました。我が家にもお風呂のアヒルや人形さんなどありましたが、今回の

片づけでは出てきませんでしたね。これは引火性が強く、今のようにストーブなど焚

く部屋では危なくて仕方ないですね。 
 合成樹脂が出てくるまでは家庭用品は竹や木で作られていたものです。そして、今

の折り詰めなどに使われている飾り物も天然のものが使われていました。 



 天然のものが使われていたというより、今のものがいまだに真似をしていますね。 

 

 一人前の板前さんになるには、『バラン』を包丁一本で色んな形に切り抜いて飾り

物を作れるようにならなくてはならなかったものです。今でもそのコンテストがある

ようですね。 
 庭がある家では根締めにこのバランを植えてあることが多かったのは、常緑で結構

きれいなのと実用品でもあったからだったのでしょうね。 
 後にある『南天』も縁起のよい植物だとか言いますがこれも庭には付き物で、葉っ

ぱは同じように食品の飾り物に使われていましたね。 
 我が家の庭の隅っこと外の国道の脇にこうして『葉蘭』が生えているのですが、私

も使いませんし、誰も採って行きません。昔は近所の料理屋さんがたまにもらいに来

ていましたが・・・  
Tags:熊野市 昭和                by je2luz | 2007-02-12 11:35 

 

 

 

 


